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非公開会社における取締役の解任による損害賠償責任

非
公
開
会
社
に
お
け
る
取
締
役
の
解
任
に
よ
る 

損
害
賠
償
責
任

隅　
　

谷　
　

史　
　

人

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
任
期
満
了
前
に
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
、
近
時
の
裁
判
例
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
、
い
く
つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
、
現
行
法
の
規
定
を
確
認
す
る
。
現
行

会
社
法
三
三
九
条
は
、
取
締
役（

（
（

の
解
任
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一　

は
じ
め
に

二　

問
題
提
起

三　

会
社
法
三
三
九
条
の
沿
革

四　

会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
解
釈
に
か
か
る
現
行
法
上
の
諸
問
題

五　

む
す
び
に
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会
社
法
三
三
九
条

　
「
役
員
及
び
会
計
監
査
人
は
、
い
つ
で
も
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2　

前
項
の
規
定
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
解
任
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
株
式
会
社
に
対
し
、
解
任
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　

本
条
の
前
身
が
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
で
あ
る
。

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条

　
「
取
締
役
ハ
何
時
ニ
テ
モ
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ

テ
其
ノ
任
期
ノ
満
了
前
ニ
之
ヲ
解
任
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
取
締
役
ハ
会
社
ニ
対
シ
解
任
ニ
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

　
（
以
下
略
）」

　

両
規
定
を
比
較
す
る
と
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
が
現
行
会
社
法
三
三
九
条
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
現
行
法
で

は
、
旧
商
法
上
の
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
が
損
害
賠
償
請
求
の
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。

二　

問
題
提
起

　

こ
こ
で
は
、
特
例
有
限
会
社
の
取
締
役
解
任
に
よ
る
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
可
否
が
争
わ
れ
た
諸

裁
判
例
を
概
観
し
、
考
察
の
端
緒
を
開
く
こ
と
に
し
た
い
。
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特
例
有
限
会
社
と
は
、
現
在
、
商
号
中
に
有
限
会
社
と
い
う
文
字
を
用
い
て
い
る
旧
有
限
会
社
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平

成
一
七
年
の
会
社
法
単
行
法
化
（
平
成
一
七
年
法
律
第
八
六
号
）
を
中
心
と
す
る
会
社
法
制
見
直
し
の
主
要
点
の
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま

で
の
有
限
会
社
類
型
と
株
式
会
社
類
型
と
を
、
新
た
な
株
式
会
社
類
型
に
統
合
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
昭
和
一
三
年
に
制

定
さ
れ
た
有
限
会
社
法
（
昭
和
一
三
年
法
律
第
七
四
号
）
は
廃
止
さ
れ
（
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、「
整
備
法
」
と
い
う
）
一
条
三
号
）、
廃
止
前
の
有
限
会
社
法
の
規
定
に
よ
る
有
限
会
社
で
あ
っ
て
、
整
備
法
の
施
行
の
際
に
現
に

存
す
る
も
の
（
旧
有
限
会
社
）
は
、
整
備
法
の
施
行
日
以
後
は
、
会
社
法
の
規
定
に
よ
る
株
式
会
社
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
同
法
二
条
一
項
）。
そ
し
て
、
旧
有
限
会
社
は
商
号
中
に
有
限
会
社
と
い
う
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
同
法
三
条
一
項
）、

商
号
中
に
有
限
会
社
と
い
う
文
字
を
用
い
る
旧
有
限
会
社
は
、「
特
例
有
限
会
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
同
法
三
条
二
項
）。

　

特
例
有
限
会
社
は
法
的
に
み
れ
ば
株
式
会
社
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
会
社
法
の
株
式
会
社
に
関
す
る
規
律
が
適
用
さ
れ
る
が
、
例

外
と
し
て
整
備
法
に
よ
り
一
定
の
特
則
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
団
体
の
要
望
を
受
け
、
会
社
法
施
行
に
よ
っ
て

株
式
会
社
と
な
っ
た
旧
有
限
会
社
に
つ
い
て
、
そ
の
運
営
の
継
続
性
お
よ
び
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
、
有
限
会

社
法
と
同
様
の
規
律
を
維
持
す
る
と
い
う
趣
旨
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。

　

会
社
法
三
三
九
条
は
特
例
有
限
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
株
式
会
社
の
取
締
役
の
任
期
を
定
め
る
会
社
法
三
三
二
条（

（
（

は
適
用
除

外
と
な
っ
て
い
る
た
め
（
整
備
法
一
八
条
）、
特
例
有
限
会
社
の
取
締
役
に
は
法
定
任
期
が
存
在
せ
ず
、
原
則
と
し
て
任
期
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
有
限
会
社
法
三
二
条（

（
（

に
お
い
て
取
締
役
の
解
任
に
か
か
る
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項

の
規
定
を
準
用
し
つ
つ
、
取
締
役
の
任
期
の
上
限
を
定
め
た
同
二
五
六
条（

（
（

を
準
用
し
て
い
な
か
っ
た
、
か
つ
て
の
有
限
会
社
と
ほ
ぼ

同
様
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
そ
し
て
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ
し
書
は
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
を
要
件
と
し

て
い
た
た
め
、
有
限
会
社
の
取
締
役
の
う
ち
任
期
の
定
め
が
な
い
者
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
文
理
解
釈
に
よ
り
、
正
当
な
理
由
な
き

解
任
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。
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こ
の
点
、
現
行
法
で
は
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
が
要
件
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
特
例
有
限
会
社
の
任
期
の
定
め
の
な
い

取
締
役
に
も
損
害
賠
償
請
求
の
途
が
開
か
れ
た
の
か
否
か
と
い
う
問
題
が
新
た
に
生
じ
て
き
て
い
る
。
整
備
法
に
よ
り
特
例
有
限
会

社
が
認
め
ら
れ
て
以
降
、
こ
の
論
点
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
三
件
で
あ
る（

（
（

。

（
一
）
秋
田
地
判
平
成
二
一
年
九
月
八
日
（
金
判
一
三
五
六
号
五
九
頁
）

【
事
実
の
概
要
】

　

Ｘ
社
は
美
容
院
・
理
容
院
等
の
経
営
等
を
目
的
と
す
る
特
例
有
限
会
社
で
あ
る
。
Ｙ
は
、
Ｘ
社
の
経
営
す
る
美
容
室
（
以
下
、

「
本
件
店
舗
」）
に
お
い
て
、
Ｘ
社
代
表
取
締
役
の
立
場
で
本
件
店
舗
の
営
業
を
担
当
し
て
い
た
美
容
師
で
あ
る
。

　

Ｙ
は
Ｘ
社
の
他
の
代
表
取
締
役
、
取
締
役
ら
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
Ａ
社
と
締
結
し
て
い
た
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
独
断
で

解
除
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
Ｘ
社
の
取
締
役
を
解
任
さ
れ
た
。
Ｙ
は
解
任
前
に
、
本
件
店
舗
で
管
理
し
て
い
た
現
金
を
持
ち
出
し
て

お
り
、
そ
の
後
Ｙ
は
、
Ｙ
の
Ｘ
社
に
対
す
る
貸
付
金
等
の
債
権
お
よ
び
正
当
理
由
な
き
解
任
に
と
も
な
う
損
害
賠
償
請
求
権
を
自
働

債
権
と
し
て
、
持
ち
出
し
金
に
係
る
Ｘ
社
の
返
還
請
求
権
と
対
等
額
で
相
殺
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
。

　

Ｘ
社
は
、
主
位
的
に
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
、
予
備
的
に
取
締
役
委
任
契
約
の
終
了
に
よ
る
預
り
金
返
還
請
求
権
に

も
と
づ
き
、
Ｙ
が
本
件
店
舗
か
ら
持
ち
出
し
た
現
金
の
一
部
等
の
支
払
い
を
求
め
た
。

【
判
旨
】

　

本
判
決
は
、
Ｙ
の
不
法
行
為
の
成
立
を
否
定
し
、
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
「
Ｙ
の
解
任
に
関
す
る
正
当
事
由
が
存
在
し
た
と
認
め

る
の
が
相
当
」
と
し
た
う
え
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
「
会
社
法
三
三
九
条
二
項
は
、
取
締
役
の
解
任
に
つ
い
て
株
式
会
社
が
正
当
事
由
の
あ
る
こ
と
を
立
証
で
き
な
い
場
合
に
、
株
式



331

非公開会社における取締役の解任による損害賠償責任

会
社
に
対
し
、
解
任
さ
れ
な
け
れ
ば
残
存
任
期
中
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
取
締
役
の
利
益
（
所
得
）
の
喪
失
の
損
害
賠
償
責
任
を
認

め
る
特
別
の
法
定
責
任
を
定
め
た
規
定
で
あ
り
、
具
体
的
な
任
期
が
あ
る
こ
と
が
損
賠
償
請
求
権
発
生
の
要
件
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
商
法
（
平
成
一
七
年
法
律
第
八
七
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
…
…
）
二
五
七
条
一
項
但
書
で
は
、『
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合

ニ
於
テ
』
と
さ
れ
て
お
り
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
こ
と
が
損
害
賠
償
請
求
権
発
生
の
要
件
で
あ
る
こ
と
が
法
文
上
明
ら
か
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
、
上
記
会
社
法
三
三
九
条
二
項
で
は
こ
れ
に
対
応
す
る
文
言
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
旧
商
法
下
で
は
、
株
式
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
任
期
が
定
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
得
た
（
旧
商

法
二
五
六
条
参
照
）
も
の
の
、
会
社
法
下
で
は
、
そ
も
そ
も
取
締
役
等
に
つ
き
具
体
的
な
任
期
が
な
い
と
い
う
場
合
は
想
定
さ
れ
な

く
な
っ
た
（
会
社
法
三
三
二
条
等
参
照
）
た
め
に
、
敢
え
て
任
期
の
定
め
が
あ
る
と
い
う
文
言
が
置
か
れ
な
く
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い

と
解
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
記
会
社
法
三
三
九
条
二
項
は
、
具
体
的
な
任
期
が
あ
る
こ
と
を
損
害
賠
償
請
求
権
発
生
の
当
然
の
前
提
と
し
て

い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

Ｘ
社
は
、
特
例
有
限
会
社
で
あ
り
、
…
…
取
締
役
の
任
期
に
つ
き
定
款
上
の
定
め
が
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
廃
止
前
の
有
限
会
社
法
の
下
で
は
、
取
締
役
の
任
期
に
つ
き
法
定
の
制
限
は
な
く
、
定
款
上
任
期
を
定
め
な
け
れ
ば
、

辞
任
・
解
任
等
が
な
い
限
り
、
取
締
役
で
あ
り
続
け
た
が
、
会
社
法
の
下
で
も
、
特
例
有
限
会
社
の
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
は
、

従
前
ど
お
り
の
規
制
が
適
用
さ
れ
る
（
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
一
八
条
）。

　

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
具
体
的
な
任
期
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

…
…
Ｘ
社
に
よ
る
Ｙ
の
取
締
役
解
任
に
は
正
当
理
由
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
し
、
仮
に
正
当
理
由
が
な
い
と
し
て
も
、
Ｙ
に
つ

い
て
取
締
役
の
具
体
的
な
任
期
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
が
主
張
す
る
Ｘ
に
よ
る
正
当
理
由
な
き
取
締
役
解
任
に
伴
う
損
害

賠
償
金
の
発
生
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
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（
二
）
東
京
地
判
平
成
二
八
年
六
月
二
九
日
（
判
時
二
三
二
五
号
一
二
四
頁
）

【
事
実
の
概
要
】

　

Ｙ
社
は
、
不
動
産
の
仲
介
な
ら
び
に
売
買
等
を
目
的
と
す
る
特
例
有
限
会
社
で
あ
り
、
Ａ
が
代
表
取
締
役
を
、
Ｘ
が
取
締
役
を
務

め
て
い
た
。

　

Ｙ
社
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
Ｘ
を
取
締
役
か
ら
解
任
す
る
旨
の
決
議
等
（
以
下
、「
本
件
決
議
」）
が
な
さ
れ
た
が
、
Ｘ
は
、

Ｙ
社
の
発
行
済
株
式
の
大
半
を
保
有
し
て
い
た
Ａ
が
意
思
能
力
を
欠
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
議
案
に
賛
成
す
る
議
決
権
を
行
使

し
、
こ
れ
に
よ
り
本
件
決
議
が
な
さ
れ
た
と
主
張
し
て
、
Ｙ
社
に
対
し
、
主
位
的
に
本
件
決
議
の
無
効
の
確
認
を
、
予
備
的
に
本
件

決
議
の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
、
ま
た
、
主
位
的
に
役
員
等
報
酬
請
求
権
に
も
と
づ
き
役
員
報
酬
、
予
備
的
に
会
社
法
三
三
九
条
二

項
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
も
と
づ
き
、
役
員
報
酬
相
当
額
の
支
払
い
を
求
め
た
。

【
判
旨
】

　

本
判
決
は
、
Ａ
が
意
思
能
力
を
欠
い
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
件
決
議
は
「
無
効
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
し
、
法
的
に
み
て

不
存
在
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
し
て
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
判
示
す
る
。

　
「
平
成
一
七
年
法
律
第
八
七
号
に
よ
る
廃
止
前
の
有
限
会
社
法
に
お
い
て
は
取
締
役
の
任
期
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
定
款
上
も

こ
れ
を
設
け
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
法
三
二
条
が
準
用
す
る
、
同
号
に
よ
る
改
正
前
の
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ

し
書
は
『
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
其
ノ
任
期
ノ
満
了
前
ニ
之
ヲ
解
任
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
取
締
役
ハ
会

社
ニ
対
シ
解
任
ニ
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
』
と
し
、
取
締
役
の
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
の
み
、

解
任
さ
れ
た
取
締
役
は
解
任
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
得
る
と
し
て
お
り
、
任
期
の
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
取
締
役
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は
、
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
と
し
て
も
、
同
項
た
だ
し
書
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
同

項
を
受
け
継
い
だ
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
は
『
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
』
に
相
当
す
る
文
言
は
な
い
が
、
会
社
法
の
下
で
は
、

取
締
役
の
任
期
は
法
律
又
は
定
款
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
任
期
の
定
め
が
全
く
な
い
場
合
は
想
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
同
文

言
は
不
要
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
会
社
法
の
施
行
に
よ
り
、
同
項
の
損
害
賠
償
責
任
の
本
質
に
変
化
が
生
じ
た

と
い
う
事
情
は
な
い
し
、
解
任
さ
れ
た
取
締
役
を
有
限
会
社
法
の
下
に
お
け
る
よ
り
も
手
厚
く
保
護
す
る
実
質
的
な
理
由
は
見
当
た

ら
な
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
特
例
有
限
会
社
に
お
け
る
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
が
解
任
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
該
取
締
役
は
、
解
任
の
正

当
な
理
由
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
…
…
Ｙ
社
は
特
例
有
限
会
社
で
あ
り
、
取
締
役
の
任
期
の
定
め
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
Ｙ
社

に
対
し
、
同
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

（
三
）
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
（
判
タ
一
四
七
二
号
二
二
七
頁
）

【
事
実
の
概
要
】

　

Ｙ
社
は
、
旅
館
業
等
を
目
的
と
す
る
特
例
有
限
会
社
で
あ
り
、
Ａ
が
代
表
取
締
役
、
Ｘ
ら
が
取
締
役
を
務
め
て
い
た
。
Ａ
は
Ｙ
社

の
全
株
式
を
有
し
て
い
る
と
し
て
、
Ｘ
ら
を
取
締
役
か
ら
解
任
し
た
（
以
下
、「
本
件
解
任
」
と
い
う
）。

　

Ｘ
ら
は
、
主
位
的
に
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
も
と
づ
き
、
予
備
的
に
、
本
件
解
任
が
Ｘ
ら
に
と
っ
て
不
利
な
時
期
に
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
な
ん
ら
合
理
的
な
理
由
の
な
い
利
己
的
な
も
の
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
民
法
六
五
一
条
二
項
な
い
し
同
法
七
〇

九
条
に
も
と
づ
き
、
解
任
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
報
酬
相
当
額
等
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
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【
判
旨
】

　
「
旧
商
法
二
五
七
条
一
項
は
『
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
其
ノ
任
期
ノ
満
了
前
ニ
之
ヲ
解
任
シ
タ
ル
ト

キ
ハ
其
ノ
取
締
役
ハ
会
社
ニ
対
シ
解
任
ニ
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
』
と
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
文
言

か
ら
し
て
も
、
同
条
項
は
、
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
取
締
役
解
任
の
自
由
を
保
障
し
つ
つ
、
取
締
役
の
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
任
期
に
対
す
る
取
締
役
の
期
待
を
保
護
す
る
た
め
、
当
該
取
締
役
が
解
任
さ
れ
な
け
れ
ば
残
存
任
期
中
及
び
任
期
満
了

時
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
喪
失
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
及
び
株
主
の
利
益
と
取
締
役
の

利
益
の
調
和
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
旧
商
法
二
五
七
条
一
項

所
定
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
基
本
的
性
質
が
変
更
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に

お
い
て
『
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
』
に
相
当
す
る
文
言
が
付
加
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
商
法
が
取
締
役
の
任
期

に
つ
い
て
、
定
款
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
事
項
と
さ
れ
、
旧
商
法
二
五
六
条
が
そ
の
上
限
等
を
定
め
る
と
い
う
建
前
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
が
存
在
す
る
余
地
を
残
し
て
い
た
の
に
対
し
、
会
社
法
は
取
締
役
の
任
期
を
法
定
し

た
上
で
定
款
又
は
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
そ
の
任
期
を
変
更
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
建
前
と
な
っ
て
お
り
（
会
社
法
三
三
二
条

参
照
）、
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、

会
社
法
三
三
九
条
二
項
所
定
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
も
取
締
役
の
任
期
が
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
お

り
、
定
ま
っ
た
任
期
の
な
い
取
締
役
に
つ
い
て
は
同
条
項
の
適
用
は
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

…
…
そ
し
て
、
会
社
法
下
の
特
例
有
限
会
社
に
つ
い
て
は
、
法
定
任
期
に
関
す
る
会
社
法
三
三
二
条
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
お
り

（
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
）
一
八
条
）、
特
例
有
限
会
社
の
定
款
に
お
い
て

取
締
役
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
当
該
会
社
の
取
締
役
に
は
定
ま
っ
た
任
期
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

整
備
法
一
八
条
が
、
特
例
有
限
会
社
に
関
し
て
取
締
役
の
任
期
に
関
す
る
会
社
法
三
三
二
条
の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
の
は
旧
有
限
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会
社
法
が
取
締
役
の
任
期
に
関
す
る
制
限
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
規
律
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
旧
有
限

会
社
法
下
に
お
け
る
有
限
会
社
に
お
け
る
経
営
の
安
定
性
の
確
保
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
旧
有
限
会
社
法
三
二
条
は
旧
商
法
二
五
七
条
一
項
を
準
用
し
て
お
り
、
有
限
会
社
の
取
締
役
が
解
任
さ

れ
た
場
合
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
取
締
役
に
限
り
、
同
項
た
だ
し
書
に
従
っ
て
会
社
に
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
旧
有
限
会
社
法
の
任
期
の
定
め
に
お
け
る
規
律
が
特
例
有
限
会
社
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
特
例

有
限
会
社
に
お
け
る
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
の
解
任
に
つ
い
て
会
社
法
三
三
九
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
根
拠
と
な
る
も

の
で
は
な
い
。

　

…
…
本
件
に
お
い
て
、
Ｙ
社
は
特
例
有
限
会
社
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
定
款
に
は
取
締
役
の
任
期
に
関
す
る
規
定
は
な
く
…
…
、

他
に
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
定
め
た
証
拠
は
な
い
か
ら
、
Ｙ
社
の
取
締
役
に
は
定
ま
っ
た
任
期
が
な
く
、
本
件
解
任
に
つ
い
て
会

社
法
三
三
九
条
二
項
を
適
用
す
る
余
地
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

　
「
本
件
解
任
に
つ
い
て
は
、
不
利
な
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
と
も
、
違
法
な
も
の
と
も
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

民
法
六
五
一
条
二
項
な
い
し
同
法
七
〇
九
条
に
基
づ
い
て
報
酬
相
当
額
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

（
四
）
小
括

　
（
一
）
判
決
は
、
解
任
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
も
そ
も
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
も
と

づ
い
た
損
害
賠
償
請
求
は
で
き
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
の
に
対
し
、（
二
）、（
三
）
判
決
は
、
正
当
な
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
判
断

す
る
こ
と
な
く
、
同
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
否
定
し
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
（（
三
）
判
決
に
つ
い
て
は
、
民
法
六
五

一
条
二
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
請
求
も
認
め
て
い
な
い
）。

　

す
べ
て
の
裁
判
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
特
例
有
限
会
社
に
お
け
る
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
解
任
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
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を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
は
、
任
期
に
か
か
る
要
件
は
設
け
ら
れ
て
い
な

い
が
、
裁
判
例
は
い
ず
れ
も
、
損
害
賠
償
請
求
の
前
提
と
し
て
任
期
の
定
め
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
殊
に
（
二
）、

（
三
）
判
決
で
は
、
同
項
に
も
と
づ
く
責
任
の
内
容
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ
し
書
と
本
質
的
に
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
摘
示
さ
れ
て
い
る
。

　

現
行
法
で
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、（
一
）
判
決
に
よ
る
と
、「
旧
商
法
下
で
は
、

株
式
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
任
期
が
定
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
得
た
（
旧
商
法
二
五
六
条
参
照（

（
（

）
も
の
の
、
会
社
法
下
で
は
、

そ
も
そ
も
取
締
役
等
に
つ
き
具
体
的
な
任
期
が
な
い
と
い
う
場
合
は
想
定
さ
れ
な
く
な
っ
た
（
会
社
法
三
三
二
条
等
参
照（

（
（

）
た
め
に
、

敢
え
て
任
期
の
定
め
が
あ
る
と
い
う
文
言
が
置
か
れ
な
く
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。（
二
）、（
三
）
判
決
も
、

表
現
の
違
い
は
あ
る
が
同
旨
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
学
説
の
な
か
に
も
同
様
の
説
明
を
す
る
も
の
が
あ
る（

（1
（

。

　

上
記
裁
判
例
の
評
釈
も
、
お
お
む
ね
判
決
の
理
論
構
成
に
賛
意
を
示
し
て
お
り
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
責
任
の
内
容
は
平
成

一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ
し
書
と
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
例
有
限
会
社
の
任
期
の
定
め
の
な
い

取
締
役
の
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
れ
ら
れ
な
い
と
い
う（

（1
（

。

　

た
し
か
に
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
た
め
に
は
具
体
的
な
任
期
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
任
期
の
定
め
の
な
い
特
例
有
限
会
社
の
取
締
役
に
は
、
同
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に

な
り
そ
う
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
な
お
も
疑
問
な
の
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
損
害
賠
償
請
求
の
可
否
を
決
す
る
一
要
件
と
し
て
「
任
期
ノ
定
」
の
有

無
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
が
要
件
化
さ
れ
た
時
代
の
立
法

理
由
を
尋
ね
る
必
要
が
あ
る
。
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三　

会
社
法
三
三
九
条
の
沿
革（

（1
（

（
一
）
ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案

　

会
社
法
三
三
九
条
に
相
当
す
る
規
定
の
沿
革
は
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

そ
の
二
二
六
条
は
「
頭
取
ハ
何
時
ニ
テ
モ
會
社
ヨ
リ
解
任
ス
ル
ヿ
ヲ
得
ヘ
シ
但
シ
解
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
之
カ
爲
會
社
ニ
對
シ
テ

償
金
ヲ
請
求
ス
ル
ヿ
ヲ
得
ス
」
と
し
て
、
現
行
会
社
法
と
同
様
に
会
社
に
よ
る
自
由
解
任
を
認
め
つ
つ
も
、
反
面
で
解
任
さ
れ
た
取

締
役
の
会
社
に
対
す
る
償
金
の
請
求
（
損
害
賠
償
請
求
（Entschädigung

））
は
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
条
本
文
に
つ
い
て
、「
頭
取（

（1
（

ノ
職
務
ヲ
何
時
ニ
テ
モ
解
免
ス
ル
ヿ
ハ
其
地
位
ノ
緊
要
ナ
ル
ト
委
任
事
務
ノ
重
大
ナ
ル
ト

ニ
由
ル
」
も
の
で
あ
り
、
取
締
役
の
「
任
期
ハ
通
例
三
年
ト
ス（

（1
（

而
シ
テ
此
任
期
内
ハ
會
社
諸
般
ノ
事
項
ヲ
掌
握
ニ
歸
ス
ル
ヲ
以
テ
會

社
ハ
何
時
ニ
テ
モ
之
ヲ
解
免
シ
得
ル
ノ
權
力
ナ
カ
ル
可
カ
ラ
ス
」。
ま
た
、「
随
時
解
免
ハ
全
權
委
任（

（1
（

ノ
主
義
ニ
適
應
ス
ル
者
ニ
シ
テ

英
佛
法
律
ニ
於
テ
モ
均
ク
制
定
ス
ル
所
タ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
た
だ
し
書
に
つ
い
て
、
取
締
役
は
有
期
で
雇
用
さ
れ
た
商
業
使
用
人
と
同
視
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
取
締
役
は
「
畢

竟
社
員
ニ
シ
テ
會
社
ノ
總
代
ニ
撰
定
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ナ
リ
故
ニ
其
職
務
ハ
殘
期
ノ
償
金
ヲ
給
與
セ
ス
シ
テ
之
ヲ
解
免
ス
ル
ヿ
ヲ
得
ヘ

シ
」
と
い
う（

（1
（

。
つ
づ
け
て
「
本
條
ニ
於
テ
要
求
權
利
ナ
キ
ヿ
ヲ
明
言
ス
ル
ハ
任
期
内
ニ
解
免
ス
ル
カ
故
ナ
リ
若
シ
夫
レ
特
別
ノ
契
約

ヲ
結
ヒ
公
正
ナ
ル
理
由
ア
リ
テ
解
職
ノ
時
ノ
償
金
ヲ
明
ニ
約
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
約
定
ハ
固
ヨ
リ
有
效
ナ
リ
ト
ス
然
リ
ト
雖
モ
有
罪

所
業
ノ
爲
メ
ニ
解
職
ス
ル
ト
キ
ハ
無
效
ト
爲
ス
」
と
説
明
す
る（

（1
（

。
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（
二
）
明
治
二
三
年
商
法

　

明
治
二
三
年
商
法
も
一
九
七
条
に
お
い
て
「
取
締
役
又
ハ
監
査
役
ハ
何
時
ニ
テ
モ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

其
解
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
会
社
ニ
対
シ
テ
解
任
後
ノ
給
料
若
ク
ハ
其
他
ノ
報
酬
又
ハ
償
金
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
本
条
に
つ
い
て
は
、「
―
―
役
員
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
何
時
解
任
セ
ラ
ル
ル
カ
モ

分
ラ
ヌ
コ
ト
ハ
初
メ
カ
ラ
極
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
ソ
レ
ヲ
今
度
解
任
サ
レ
タ
カ
ラ
ト
テ
其
償
ヒ
ヲ
貰
ヒ
タ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
許

サ
ナ
イ
、
…
…
後
ノ
役
員
ニ
給
料
ヲ
拂
ツ
テ
前
ノ
役
員
ニ
モ
給
料
ヲ
や
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ハ
大
變
ニ
損
ガ
行
ク
、
故
ニ
先
ヅ
暫
ク
此

儘
ニ
シ
テ
任
期
ノ
滿
ツ
ル
ノ
ヲ
俟
タ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
―
―
ソ
レ
ヲ
立
法
者
ハ
望
マ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

（
三
）
明
治
三
二
年
商
法

　

解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
取
り
扱
い
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
明
治
三
二
年
の
い
わ
ゆ
る
新
商
法
か
ら
で
あ
っ
た
。
明
治
二
九
年

一
〇
月
一
九
日
の
第
三
三
回
商
法
委
員
会
に
お
い
て
、
明
治
二
三
年
商
法
一
九
七
条
を
一
三
六
条
「
取
締
役
ハ
株
主
總
會
ノ
決
議
ヲ

以
テ
何
時
ニ
テ
モ
之
ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
修

正
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
修
正
に
つ
い
て
、
岡
野
敬
次
郎
委
員
の
説
明
に
よ
る
と
「
現
行
法
ニ
於
テ
何
等
ノ
請
求
權
ヲ
モ
與
ヘ
サ
ル
ハ
想
フ
ニ
若
シ
損

害
賠
償
ノ
請
求
權
ヲ
與
ヘ
ン
カ
其
賠
償
ヲ
爲
ス
ノ
難
キ
ヨ
リ
會
社
ハ
其
取
締
役
ヲ
信
任
セ
サ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
解
任
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得

サ
ル
場
合
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
若
シ
然
リ
ト
ス
レ
ハ
其
理
由
ノ
果
シ
テ
正
當
ナ
ル
ヤ
疑
ナ
キ
能
ワ
ス
何
ト
ナ
レ

ハ
假
令
賠
償
ノ
難
キ
ニ
モ
セ
ヨ
實
際
信
任
セ
サ
ル
者
ニ
對
シ
業
務
ヲ
任
カ
セ
置
ク
ノ
理
由
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
殊
ニ
況
ン
ヤ
一
般
損
害
賠

償
ノ
規
則
ヨ
リ
考
フ
ル
モ
此
場
合
ニ
限
リ
適
用
セ
サ
ル
ノ
理
由
ナ
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
故
ニ
本
條
但
書
ノ
法
文
ニ
示
ス
如
ク
任
期
ノ
定
ア

ル
場
合
ニ
於
テ
其
任
期
前
ニ
解
任
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
取
締
役
ニ
對
シ
テ
其
解
任
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
因
リ
生
シ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
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ヲ
請
求
ス
ル
ノ
權
利
ヲ
與
ヘ
タ
リ
蓋
シ
其
任
期
ハ
第
百
三
十
五
條
第
三
項
即
チ
改
正
ノ
第
百
三
十
七
條
ニ
因
リ
三
年
以
下
タ
ル
コ
ト

固
ヨ
リ
言
ヲ
待
タ
ス
從
テ
損
害
賠
償
モ
自
ラ
其
任
期
ノ
短
キ
爲
メ
多
額
タ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
」（

（2
（

。

　

こ
の
提
案
に
対
し
、
穂
積
重
遠
委
員
か
ら
は
、
こ
の
書
き
方
で
は
正
当
の
理
由
に
よ
り
解
任
す
る
場
合
と
正
当
の
理
由
な
く
解
任

す
る
場
合
と
を
区
別
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
、
広
き
に
失
す
る
と
の
批
判
が
、
富
井
政
章
委
員
か
ら
も
穂
積
委
員
と
同
じ
く
、
こ

の
規
定
で
は
広
き
に
失
す
る
と
し
て
、「
取
締
役
カ
過
失
ア
ル
ニ
因
リ
テ
解
任
ス
ル
場
合
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」
と
い
っ
た
制
限
を
設

け
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
り
、
文
言
は
再
考
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が（

（2
（

、
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
こ
と
自
体

に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
明
治
三
二
年
商
法
一
六
七
条
は
「
取
締
役
ハ
何
時
ニ
テ
モ
株
主
總
會
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
任
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
但
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
任
期
前
ニ
之
ヲ
解
任
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
取
締
役
ハ
會
社
ニ
對
シ
解

任
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
、
解
任
さ
れ
た
任
期
の
定
め
の
あ
る
取
締
役
の
会
社
に
対

す
る
損
賠
賠
償
請
求
を
初
め
て
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

本
条
の
修
正
理
由
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
抑
モ
任
期
前
ニ
解
任
セ
ラ
レ
タ
ル
取
締
役
ハ
其
解
任
ニ
因
リ
テ

生
シ
タ
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
會
社
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
付
テ
ハ
現
行
商
法
ハ
其
請
求
ヲ
許
サ
ゝ
ル
モ
ノ
ト
爲
シ
タ
リ
是

レ
此
場
合
ニ
於
テ
會
社
ニ
損
害
賠
償
ノ
責
任
ヲ
負
ハ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
株
主
ハ
其
解
任
セ
ラ
レ
タ
ル
取
締
役
カ
會
社
ニ
對
シ
損
害
賠
償

ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヲ
恐
レ
テ
其
實
既
ニ
信
任
ノ
欠
乏
ス
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
忍
ヒ
テ
之
ヲ
解
任
セ
サ
ル
ニ
至
ル
ヲ
慮
リ
タ
ル
モ
ノ

ナ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
實
際
上
僅
々
タ
ル
損
害
賠
償
ヲ
請
求
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
恐
レ
テ
信
任
缺
乏
セ
ル
取
締
役
ヲ
解
任
セ
ス
之
ニ
會
社
ノ

興
廢
存
亡
ヲ
来
ス
ヘ
キ
重
大
ノ
任
務
ヲ
託
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
況
ン
ヤ
前
條
ニ
於
テ
取
締
役
ノ
任
期
ヲ
三
ヶ
年
内
ニ
制
限
セ
ル
以

上
ハ
其
損
害
賠
償
額
モ
亦
多
額
ニ
上
ル
コ
ト
到
底
ナ
カ
ル
ヘ
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
故
ニ
本
案
ハ
断
然
現
行
商
法
ニ
反
對
ノ
主
義
ヲ
採
リ
タ

リ
然
レ
ト
モ
是
レ
素
ヨ
リ
任
期
ノ
定
メ
ア
ル
場
合
ニ
限
ル
ヘ
キ
所
ニ
シ
テ
若
シ
任
期
ノ
定
メ
ナ
キ
ト
キ
ハ
何
時
解
任
セ
ラ
ル
ル
モ
其
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豫
メ
期
待
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
從
テ
之
カ
爲
メ
損
害
ヲ
蒙
フ
ル
モ
其
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
ス
」（

（2
（

。

　

損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
理
由
自
体
は
、
岡
野
委
員
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
の
任
期

は
三
年
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
任
期
途
中
の
解
任
に
よ
り
会
社
に
対
し
残
任
期
分
の
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
て
も
、
そ
の
損

害
額
が
多
額
に
な
る
恐
れ
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
問
題
意
識
と
の
関
係
で
は
、
任
期
の
定
め
が
な
い
場
合
へ
の
言
及
も
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
任
期
の
定
め
が
な
い
場
合

は
、
い
つ
解
任
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
期
待
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
損
害
を
被
っ
て
も
損
害
賠
償
請
求
は
で
き
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
説
明
は
少
々
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
任
期
の
定
め
が
な
い
場
合
に
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い

の
は
、
損
害
額
が
多
額
に
な
る
、
ま
た
は
損
害
額
の
算
定
が
で
き
な
い
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
任
期

の
定
め
が
な
い
場
合
も
解
任
に
よ
り
「
損
害
ヲ
蒙
フ
ル
」
可
能
性
が
言
及
さ
れ
て
い
る
）。
つ
ぎ
に
、
本
条
本
文
に
よ
っ
て
会
社
は
任
期
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
い
つ
で
も
取
締
役
を
解
任
し
う
る
た
め
、
な
ぜ
任
期
の
定
め
が
な
い
場
合
に
の
み
、
解
任
を
あ
ら
か
じ
め
期
待

す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
四
）
小
括

　

以
上
の
と
お
り
、
明
治
三
二
年
商
法
一
六
七
条
が
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
改
め
て
以
降
、
昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
時
に
二
五
七
条

へ
、
そ
の
後
昭
和
二
五
年
商
法
改
正
時
に
二
五
七
条
一
項
へ
と
条
文
番
号
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
基
本
的
な
内
容
は
現
行

会
社
法
三
三
九
条
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
明
治
三
二
年
商
法
の
立
法
理
由
と
そ
れ
以
前
の
理
解
と
を
比
較
し
て
お
こ
う
。

　

ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
・
明
治
二
三
年
商
法
が
解
任
さ
れ
た
取
締
役
に
損
害
賠
償
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
任
期
の
有
無
に
か
か
わ
ら
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ず
、
解
任
自
由
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
前
提
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
任
期
途
中
に
解
任
さ
れ

て
も
、
そ
れ
は
委
任
の
原
則
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
格
別
の
保
障
は
必
要
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
加
え
て
、
仮
に
損
害
賠
償
を
認
め
た
場
合
、
会
社
は
解
任
さ
れ
た
取
締
役
と
新
た
に
選
任
さ
れ
た
取
締
役
に
二
重
払
い
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
解
任
自
由
を
阻
害
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
実
質
的
理
由
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
三
二
年
商
法
の
修
正
理
由
に
よ
る
と
、「
取
締
役
ノ
任
期
ヲ
三
ヶ
年
内
ニ
制
限
セ
ル
以
上
ハ
其
損
害
賠
償

額
モ
亦
多
額
ニ
上
ル
コ
ト
到
底
ナ
カ
ル
ヘ
キ
」
と
い
う
上
述
の
実
質
的
理
由
に
対
す
る
批
判
の
み
が
根
拠
と
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
の
は
政
策
的
配
慮
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
な
お
、
取
締
役
の
任
期
は
、
昭

和
二
五
年
改
正
商
法
に
お
い
て
、
そ
の
上
限
が
二
年
に
短
縮
さ
れ
た（

（2
（

）。

　

し
か
し
、
同
修
正
理
由
は
、
損
害
賠
償
請
求
が
「
任
期
ノ
定
メ
ア
ル
場
合
」
に
限
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、「
若
シ
任
期
ノ
定
メ
ナ

キ
ト
キ
ハ
何
時
解
任
セ
ラ
ル
ル
モ
其
豫
メ
期
待
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
從
テ
之
カ
爲
メ
損
害
ヲ
蒙
フ
ル
モ
其
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ

ル
ハ
勿
論
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
解
任
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
期
待
す
べ
き
で
な
い
こ
と
か
ら
、
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
（
三

（
三
））、
明
治
三
二
年
商
法
一
六
七
条
本
文
に
よ
っ
て
、
会
社
は
任
期
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
で
も
取
締
役
を
解
任
し
う
る

は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
説
明
に
対
し
て
は
、「
任
期
を
定
め
て
取
締
役
任
用
契
約
を
な
し
た
場
合
を
取
締
役
の
不
解
任
の
特
約
が
あ
る
も
の
と
み
」

て
、
会
社
の
責
任
を
債
務
不
履
行
責
任
と
し
て
理
解
す
る
立
場
に
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
見
解
が
あ
る（

（2
（

。

　

た
し
か
に
、
岡
野
敬
次
郎
委
員
も
「
一
般
損
害
賠
償
ノ
規
則
ヨ
リ
考
フ
ル
モ
此
場
合
ニ
限
リ
適
用
セ
サ
ル
ノ
理
由
」
が
な
い
た
め

損
害
賠
償
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
の
「
一
般
損
害
賠
償
ノ
規
則
」
が
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
を
指
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
先
の
見
解
の
と
お
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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事
実
、
明
治
三
二
年
商
法
一
六
七
条
に
関
す
る
当
時
の
注
釈
書
に
は
、
こ
れ
を
明
言
す
る
も
の
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、「
任
期
ノ
定
メ
ア
ル
場
合
ニ
在
テ
ハ
取
締
役
ハ
其
任
期
間
就
職
ス
ル
ノ
計
畵
ア
ル
ヲ
以
テ
突
然
解
任
セ
ラ
ル
ゝ
ト
キ
ハ
爲
メ
ニ

豫
期
ノ
利
益
ヲ
害
セ
ラ
ル
ゝ
ヿ
ア
ル
ヘ
シ
」（

（2
（

や
、「
任
期
ノ
定
メ
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
其
滿
了
前
ニ
解
任
ス
ル
ハ
契
約
ノ
破
棄
」（

（2
（

で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

も
し
解
任
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
が
、
政
策
的
配
慮
の
結
果
で
は
な
く
、
特
約
違
反
に
も
と
づ
く
債
務
不
履
行
責
任
で
あ
る
と
す

る
と
、
明
治
三
二
年
商
法
と
そ
れ
以
前
と
で
は
、
解
任
自
由
（
当
該
各
条
の
本
文
）
に
対
す
る
理
解
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
二
年
以
前
に
お
い
て
、
解
任
自
由
は
任
期
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
適
法
な
も
の
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
明
治
三
二
年
商
法
で
は
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
、
解
任
は
不
解
任
の
特
約
に
違
反
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四　

会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
解
釈
に
か
か
る
現
行
法
上
の
諸
問
題

（
一
）
通
説
の
確
認

　

こ
こ
で
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
解
釈
に
つ
い
て
、
現
在
の
通
説
を
確
認
し
て
お
く
。

　

第
一
に
、
通
説
は
同
項
の
責
任
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
通
説
は
株
主
総
会
に
よ
る
解
任
の
自
由
の
保
障
と
取
締
役
の
任
期
に
対

す
る
期
待
の
保
護
と
の
調
和
を
図
る
趣
旨
で
定
め
ら
れ
た
法
定
責
任
で
あ
っ
て
、
会
社
の
故
意
・
過
失
を
要
し
な
い
と
い
う
考
え
方

を
採
っ
て
い
る
（
法
定
責
任
説
）（

（2
（

。
な
ぜ
な
ら
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
取
締
役
を
解
任
す
る
こ
と
は
法
が
認
め
る
適
法
行
為
で

あ
る
た
め
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
も
の
で
も
不
法
行
為
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
特
別
の
法
定
責
任
で
あ
り
、
衡
平
の
観
念
に
も
と
づ

く
政
策
的
な
措
置
と
考
え
る
べ
き（

（2
（

で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
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第
二
に
、
同
項
の
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
任
期
満
了
ま
で
お
よ
び
任
期
満
了
時
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
報
酬
等

（
会
社
法
三
六
一
条
括
弧
書
き
）
が
含
ま
れ
る
と
解
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い（

（3
（

。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
法
的
性
質
に

つ
い
て
通
説
と
異
な
る
見
解
も
同
様
に
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。

　

第
三
に
、
す
で
に
確
認
し
た
と
お
り
、
近
年
の
特
例
有
限
会
社
に
関
す
る
裁
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
責

任
を
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ
し
書
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
従
前
と
同
様
、
具
体
的
な
任
期

が
必
要
で
あ
る
と
解
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
こ
で
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ
し
書
に
い
う
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」

の
解
釈
に
つ
い
て
、
当
時
の
通
説
を
確
認
し
て
お
く
。

　
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
と
は
、
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
を
も
っ
て
取
締
役
の
任
期
を
定
め
て
い
る
場
合
と
解
さ
れ
、
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
る
定
め
が
な
い
と
き
は
、
法
定
任
期
の
最
長
年
で
あ
る
二
年
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
六
条
一
項（

（3
（

）

の
満
了
前
に
解
任
さ
れ
て
も
、
取
締
役
は
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
と
解
釈（

（3
（

さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
こ
の
二
年
と
い
う
の
は
法
の
定
め
た

最
長
期
の
枠
で
あ
っ
て
任
期
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
現
行
会
社
法
は
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
と
の
文
言
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
定
任
期
（
会
社
法
三
三
二

条
（
（3
（

）
の
満
了
前
に
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
も
、
当
然
に
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
評
価
す
る
も
の
が

あ
る（

（3
（

。
た
だ
し
、
文
言
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
従
来
と
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
近
年
の
裁
判

例
が
特
例
有
限
会
社
に
つ
い
て
従
来
と
同
様
の
解
釈
を
堅
持
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
の
整
合
性
が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
、
以
下
で
は
、
通
説
の
考
え
方
に
対
す
る
疑
問
点
を
検
討
し
て
い
く
。

（
二
）
取
締
役
の
任
期
の
定
め

　

上
述
し
た
よ
う
に
（
二
お
よ
び
四
（
一
）
参
照
）、
通
説
は
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
責
任
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
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に
よ
る
解
任
の
自
由
の
保
障
と
取
締
役
の
任
期
に
対
す
る
期
待
の
保
護
と
の
調
和
を
図
る
趣
旨
で
定
め
ら
れ
た
特
別
の
法
定
責
任
で

あ
り
、
衡
平
の
観
念
に
も
と
づ
く
政
策
的
な
措
置
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
任
期
の
定
め
の
な
い
特
例
有
限
会
社
の
取
締

役
に
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
な
い
理
由
と
し
て
、
同
項
の
責
任
は
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
七
条
一
項
た
だ
し
書
と
同
様
で
あ

り
、
具
体
的
な
任
期
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
特
別
の
法
定
責
任
が
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
も
と
づ

く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
通
説
の
説
明
は
判
然
と
し
な
い
が
、
法
定
責
任
説
の
「
取
締
役
の
任
期
に
対
す
る
期
待
の
保
護
」（

（4
（

と
い
う
部
分

か
ら
、
具
体
的
な
任
期
が
あ
る
場
合
に
は
、
取
締
役
は
任
期
中
に
解
任
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
を
抱
く
た
め
、
こ
れ
を
保
護

し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
任
期
の
定
め
の
有
無
に
よ
る
区
別
の
根
拠
を
、
任
期
中
の
解
任

を
予
期
す
べ
き
か
否
か
に
求
め
る
明
治
三
二
年
商
法
の
説
明
と
類
似
し
て
い
る
。

　

注
釈
書
の
な
か
に
は
、
こ
の
点
を
強
調
す
る
も
の
も
あ
り
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
の
み
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、「
任
期
に
地
位
を
保
障
す
る
面
が
あ
る
こ
と
…
…
を
認
め
、
そ
の
満
了
前
は
み
だ
り
に
解
任
し
え
な
い
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
く
も
の
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る（

（4
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
が
任
期
の
定
め
を
不
解
任
の
特
約（

（4
（

と
捉
え
、

会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
責
任
を
不
解
任
特
約
違
反
に
よ
る
債
務
不
履
行
責
任
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
前
述
し

た
と
お
り
で
あ
り
（
三
（
四
）
参
照
）、
事
実
、
先
の
注
釈
書
の
論
者
は
、
こ
れ
を
理
由
に
債
務
不
履
行
責
任
説
を
支
持
し
て
い
る
の

で
あ
る（

（4
（

。

　

で
は
、
は
た
し
て
任
期
の
定
め
は
取
締
役
の
地
位
の
保
障
を
も
目
的
と
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
こ
で
い

う
任
期
の
定
め
は
、
従
来
の
解
釈
ど
お
り
、
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
を
も
っ
て
取
締
役
の
任
期
を
定
め
て
い
る
場
合
に
限
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
公
開
会
社
で
は
原
則
と
し
て
（
定
款
等
で
任
期
を
短
縮
し
な
い
限
り
）
損
害
賠
償
請
求
は
で
き
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ず
、
公
開
会
社
で
な
い
会
社
で
任
期
を
伸
長
し
た
会
社
は
、
つ
ね
に
損
害
賠
償
請
求
（
し
か
も
通
説
に
よ
れ
ば
一
〇
年
間
の
残
任
期
分

の
請
求
）
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
が
適
切
か
否
か
は
大
い
に
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
現
行
法
で
は
法
定
任
期
の
法
規
整
が
変
容
し
た
こ
と
に
よ
り
、
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
が
存
在
し
な
く

な
っ
た
と
解
す
れ
ば
ど
う
か
。
一
般
的
に
、
取
締
役
の
任
期
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
地
位
の
安
定
に
よ
っ
て
生
ず
る

沈
滞
ま
た
は
専
横
の
弊
を
防
止
す
る
趣
旨
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
現
行
法
で
も
、
任
期
の
定
め
の
趣
旨
は
株
主
に
よ

る
信
任
・
不
信
任
の
機
会
の
確
保
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
そ
う
す
る
と
、
任
期
の
定
め
は
、
む
し
ろ
無
任
期
に
よ
る
地
位
の

安
定
化
の
弊
害
を
防
止
す
る
趣
旨
で
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。

　

で
は
、
翻
っ
て
任
期
期
間
中
は
取
締
役
の
地
位
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
み
だ
り
に
解
任
が
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
法
定
責
任
説
の
説
明
に
依
拠
す
る
場
合
、
会
社
法
三
三
九
条
一
項
の
解
任
自
由
は
任
期
の
定
め
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
随
時
適
法
な
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
任
期
期
間
中
は
み
だ
り
に
解
任
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
は
困
難
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
債
務
不
履
行
責
任
説
の
よ
う
に
、
任
期
の
定
め
を
不
解
任
の
特
約
と
捉
え
る
立
場
に
よ
る
と
、
現
行
法
上
、
す
べ
て
の

取
締
役
に
具
体
的
な
任
期
が
あ
る
と
解
す
る
以
上
、
任
期
途
中
の
解
任
は
つ
ね
に
債
務
不
履
行
に
な
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
ず
、
や
は

り
同
条
一
項
と
の
摩
擦
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

通
説
の
よ
う
に
随
時
の
解
任
を
適
法
と
み
な
す
限
り
、
取
締
役
は
任
期
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ん
ら
い
自
己
の
地
位
に
対
す

る
期
待
を
抱
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
、
理
論
的
に
は
ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
・
明
治
二
三
年
商
法
と
同
様
に
解
す
る
ほ
か
な
い
。

　

他
方
で
、
正
当
な
理
由
な
く
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
取
締
役
へ
の
金
銭
的
補
償
の
可
否
は
、
別
途
問
題
と
な
り
う
る
。
そ
し
て
こ

の
点
で
法
定
責
任
説
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
損
害
賠
償
請
求
を
、
衡
平
の
観
念
に
も
と
づ
く
政
策
的
な
措
置
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
政
策
的
配
慮
に
よ
っ
て
、
ほ
ん
ら
い
認
め
ら
れ
な
い
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
、
株
主
総
会
に
よ
る
解
任
の
自
由

の
保
障
と
解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
保
護
の
調
和
を
図
る
と
い
う
立
法
判
断
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
に
異
論
は
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な
い
。
し
か
し
、
明
治
三
二
年
商
法
の
よ
う
に
任
期
の
定
め
を
不
解
任
の
特
約
と
同
視
し
な
い
以
上
、
取
締
役
の
保
護
が
任
期
の
定

め
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
は
ず
で
あ
る（

（4
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
現
行
法
上
、
任
期
の
定
め
が
要
件
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
法
定
責
任
説
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
明
治
三
二
年
商

法
以
来
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
大
き
な
意
味
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
通
説
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、
よ
り
一
層
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
適
用
に
あ
た
っ
て
「
任
期
ノ
定

ア
ル
場
合
」
は
も
は
や
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
損
害
賠
償
責
任
の

範
囲
で
あ
る
。

（
三
）
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲

　

通
説
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
任
期
満
了
ま
で
お
よ
び
任
期
満
了
時
に
得

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
報
酬
等
（
会
社
法
三
六
一
条
括
弧
書
き
）
が
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
通
説
以
外
の
見
解
も
含
め

学
説
上
一
致
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
行
法
に
お
い
て
取
締
役
の
任
期
に
関
す
る
法
規
整
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
考
え
方
に
対
し
新
た
な
疑
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
説
の
考
え
方
を
前
提
に
す
る
と
、
正
当
な
理
由
な
き
解
任
の
場
合
、
そ
の
損
害
賠
償
の
範

囲
は
、
①
公
開
会
社
の
場
合
、
原
則
と
し
て
二
年（

（4
（

、
②
公
開
会
社
で
な
い
会
社
で
か
つ
任
期
を
一
〇
年
に
伸
長
し
て
い
る
場
合
、
一

〇
年
、
③
特
例
有
限
会
社
で
任
期
を
仮
に
三
〇
年
と
定
め
た
会
社
の
場
合
、
三
〇
年
分
の
報
酬
等
と
な
る
。
そ
し
て
、
④
特
例
有
限

会
社
で
原
則
と
な
る
任
期
の
定
め
の
な
い
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
締
役
の
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
は
適
切
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
、
じ
つ
は
「
解
任
さ
れ
た
役
員
等
が
請
求
で
き
る
損
害
賠
償
請
求
額
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
不
明
確
な
点
が
残
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る
」（

（4
（

と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三
二
年
商
法
以
来
、
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、
賠
償
額
が
多
額
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
政
策
的
な
理
由
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
通
説
も
こ
れ
と
同
様
に
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
は
、
正
当

な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
金
銭
的
補
償
に
十
分
で
あ
れ
ば
よ
く
、
任
期
満
了
ま
で
お
よ
び
任
期
満
了
時
に
得
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
報
酬
等
が
、
か
な
ら
ず
含
ま
れ
る
と
い
う
論
理
的
必
然
性
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
報
酬
等
と
は
、
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
得
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り（

（5
（

、
取
締
役
の
報
酬
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
会
社

法
三
六
一
条
で
は
「
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
株
式
会
社
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
」
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
任
期

途
中
で
解
任
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
任
期
満
了
ま
で
の
報
酬
等
が
得
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
職
務
執
行
な
く
対
価
を
得
て
い

る
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
得
べ
か
り
し
報
酬
等
と
し
て
過
大
な
賠
償
金
を
利
得
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
解
任
取
締
役
の
不
当
利
得
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（5
（

。

　

前
述
②
や
③
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
の
な
い
解
任
取
締
役
は
つ
ね
に
残
任
期
分
の
報
酬
等
を
請
求
で
き
る
と
す
る
と
、

た
と
え
ば
一
〇
年
任
期
で
任
用
さ
れ
、
一
年
目
に
解
任
さ
れ
た
際
に
残
り
九
年
分
の
報
酬
等
が
賠
償
額
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

で
は
会
社
に
過
大
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
多
額
の
賠
償
金
を
恐
れ
て
解
任
を
控
え
る
と
い
っ
た
事
例
が
ふ
た
た
び
懸
念
さ

れ
る
こ
と
に
な
る（

（5
（

。

　

実
際
に
、
こ
う
し
た
問
題
が
顕
在
化
し
た
判
決
が
存
在
す
る
。
以
下
、
簡
潔
に
事
実
関
係
と
判
旨
を
確
認
し
て
お
く
。

東
京
地
判
平
成
二
七
年
六
月
二
九
日
（
判
時
二
二
七
四
号
一
一
三
頁
）

【
事
実
の
概
要
】

　

定
款
に
よ
り
取
締
役
の
任
期
を
一
〇
年
と
し
て
い
る
Ｙ
社
が
、
定
款
を
変
更
し
て
任
期
を
一
年
に
短
縮
し
、
す
べ
て
の
取
締
役
を

退
任
さ
せ
る
と
と
も
に
（
残
存
任
期
は
五
年
五
カ
月
）、
Ｘ
ら
を
除
く
一
部
取
締
役
の
み
を
再
任
さ
せ
た
。
Ｘ
ら
は
、
主
位
的
に
、
定
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款
変
更
に
よ
る
任
期
変
更
は
既
存
の
取
締
役
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
地
位
の
確
認
を
求
め
、
予
備
的
に
、
定
款
変
更
お
よ
び
不

再
任
を
実
質
的
な
解
任
で
あ
る
と
し
て
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
た
。

【
判
旨
】

　

本
判
決
は
、
定
款
変
更
に
よ
る
任
期
変
更
が
Ｘ
ら
に
も
適
用
さ
れ
、
本
件
の
定
款
変
更
お
よ
び
不
再
任
に
は
会
社
法
三
三
九
条
二

項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
損
害
賠
償
の
範
囲
に
つ
き
、「
平
成
二
三
年
一
月
か
ら
平
成
二
八
年
六
月
ま
で
の
五
年
五
か

月
以
上
も
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
Ｙ
社
の
経
営
状
況
や
Ｘ
ら
の
職
務
内
容
に
変
化
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
考
え
が
た
く
、
Ｘ
ら
が

平
成
二
八
年
六
月
ま
で
の
間
に
上
記
の
月
額
報
酬
を
受
領
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
の
損

害
額
の
算
定
期
間
は
、
Ｘ
ら
が
退
任
し
た
日
の
翌
日
か
ら
二
年
間
に
限
定
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。」

　

本
件
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
を
潜
脱
す
る
た
め
、
定
款
変
更
に
よ
る
任
期
短
縮
と
そ
の
後
の
不
再
任
に
よ
り
、
実
質
的
な
解

任
を
お
こ
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
の
み
検
討
す

る
。
な
お
、
本
判
決
は
会
社
法
三
三
九
条
二
項
類
推
適
用
を
認
め
た
事
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
解
任
と
同
視
す
べ
き
事
案
で
あ
る
と

の
理
由
づ
け
か
ら
で
あ
り
、
賠
償
額
に
か
か
る
判
断
の
射
程
は
通
常
の
解
任
事
例
に
も
お
よ
ぶ
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。

　

評
釈
で
は
、
本
判
決
の
賠
償
額
の
判
断
に
対
し
て
賛
否
が
分
か
れ
て
い
る（

（5
（

。
本
判
決
に
反
対
す
る
見
解
は
、
従
来
の
解
釈
に
則
り
、

損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
を
残
任
期
分
の
報
酬
等
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（5
（

。
し
か
し
、
前
述
し
た
と
お
り
、
そ
も
そ
も
残
任
期
分
の
報
酬

等
が
損
害
額
に
な
る
と
い
う
論
理
的
必
然
性
は
な
い
。
取
締
役
は
、
会
社
法
三
三
九
条
一
項
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
解
任
さ
れ
う
る
の

で
あ
り
、
以
後
の
報
酬
等
は
解
任
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
。
通
説
に
よ
る
と
、
解
任
は
つ
ね
に
適
法
で
あ
る
（
任
期
の
定
め
を
不
解
任

特
約
と
は
み
な
さ
な
い
）
た
め
、
解
任
以
降
の
報
酬
等
の
全
額
が
当
然
に
逸
失
利
益
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
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一
方
で
、
五
年
五
か
月
以
上
も
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
経
営
状
況
や
職
務
内
容
に
変
化
が
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由

に
し
て
い
る
も
の
の
、
本
判
決
が
損
害
額
を
二
年
に
限
定
し
た
理
由
は
判
旨
か
ら
判
然
と
し
な
い
。

　

こ
の
点
、
判
旨
と
同
様
に
、
経
済
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
公
開
会
社
で
な
い
会
社
に
お
い
て
、
取
締
役
に
与
え
る
べ
き
損
害

額
と
し
て
、
退
任
時
に
固
定
さ
れ
た
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が
「
適
切
で
あ
る
」
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

す
で
に
確
認
し
た
と
お
り
、
正
当
な
理
由
な
き
解
任
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
損
害
額
が
多
額
に
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
り
、
通
説
の
考
え
方
を
前
提
に
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
請
求
は
理
論
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
政
策
的
配
慮
の
結
果
で
あ
る
。

そ
し
て
、
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
に
つ
き
従
来
学
説
に
異
論
が
な
か
っ
た
の
は
、
二
年
を
上
限
と
す
る
損
害
額
が
、
株
主
総
会
に
よ

る
解
任
自
由
の
保
障
と
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
保
護
の
調
和
を
図
る
た
め
に
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
沿
革
上
か
つ
学
説
上
（
そ
し
て
判
例
上
も
）、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
解
任
取
締
役
の
経
済
的
補
償

は
退
任
後
二
年
を
上
限
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
判
決
は
こ
れ
ま
で
の
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
襲
し
て
お
り
、
適
切
な
判
断
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。
前
述
②
や
③
の
ケ
ー
ス
で
も
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る（

（5
（

。

（
四
）
小
括
―
―
特
例
有
限
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
―
―

　

以
上
の
と
お
り
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
は
も
は
や
実
質
的
に
も
要
件
と
さ
れ

て
い
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
通
説
の
理
解
を
前
提
に
す
る
と
、
そ
も
そ
も
任
期
の
定
め
の
有
無
に
応
じ
て
損
害
賠
償
請
求

の
可
否
を
区
別
す
る
考
え
方
自
体
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
項
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
責
任
の

範
囲
に
つ
い
て
は
、
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
の
金
銭
的
補
償
に
十
分
で
あ
れ
ば
よ
く
、
任
期
満
了
ま
で
お
よ
び
任
期

満
了
時
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
報
酬
等
で
あ
る
論
理
的
必
然
性
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
以
前
か
ら
異
論

な
く
妥
当
と
さ
れ
た
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
会
社
の
規
模
や
株
式
の
公
開
非
公
開
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
二
年
を
上
限
と
す
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る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
す
る
と
、
任
期
の
定
め
が
損
害
賠
償
請
求
の
要
件
と
は
な
ら
な
く
な
っ
た
以
上
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
文
理
解
釈
か
ら
、

特
例
有
限
会
社
に
お
け
る
任
期
の
定
め
の
な
い
取
締
役
に
も
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
取
締
役
の

任
期
と
そ
の
地
位
の
保
障
と
い
う
観
点
で
み
れ
ば
、
そ
の
任
期
が
無
期
限
で
あ
る
場
合
に
も
っ
と
も
地
位
が
安
定
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
正
当
な
理
由
な
く
事
実
上
の
終
身
制
に
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
に
対
す
る
経
済
的
補
償
の
必
要
性
は
、
任
期
の
あ
る
場
合
と
同

様
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（5
（

。

五　

む
す
び
に

　

本
稿
で
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
つ
い
て
、
近
時
の
裁
判
例
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
任
期
ノ
定
ア
ル
場
合
」
の
要
件
性
、

お
よ
び
同
項
の
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

ま
ず
、
任
期
の
定
め
の
有
無
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
請
求
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
沿
革
か
ら
し
て

も
、
同
項
の
責
任
を
不
解
任
特
約
の
不
履
行
に
も
と
づ
く
債
務
不
履
行
責
任
と
解
す
る
見
解
と
親
和
的
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
と
お

り
（
四
（
二
）
参
照
）、
通
説
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
任
期
の
定
め
の
有
無
に
よ
っ
て
請
求
の
可
否
が
区
別
さ
れ
る
理
論

的
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
。
現
行
法
で
は
、
特
例
有
限
会
社
の
任
期
の
な
い
取
締
役
に
も
、
等
し
く
同
項
の
責
任
追
及
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
損
害
賠
償
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
通
説
の
よ
う
に
会
社
法
三
三
九
条
を
、
株
主
が
取
締
役
を
自
由
に
解
任
で
き
る
と
い

う
制
度
設
計
に
力
点
を
置
き
つ
つ
、
補
完
的
に
、
正
当
な
理
由
が
な
く
解
任
さ
れ
た
取
締
役
に
金
銭
的
補
償
を
与
え
る
趣
旨
と
と
ら

え
る
な
ら
ば（

（6
（

、
同
条
二
項
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
任
期
の
定
め
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
、
か
つ
そ
の
賠
償
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責
任
の
範
囲
は
解
任
自
由
と
の
調
和
が
保
て
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
範
囲
は
、
同
項
の
沿
革
、
学
説
、

判
例
が
異
論
な
く
承
認
し
て
き
た
二
年
を
上
限
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
損
害
賠
償
の
範
囲
を
原
則
と
し
て
定
型
化
す
る
こ
と

に
よ
り
取
締
役
の
立
証
責
任
を
緩
和
し
、
か
つ
会
社
の
解
任
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
会
社
法
三
三
九
条
が
特
例
有
限
会
社
を
含
む
す
べ
て
の
株
式
会
社
の
一
般
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ

る
と
し
、
小
規
模
閉
鎖
的
な
会
社
に
は
立
法
論
的
修
正
を
加
え
る
べ
き
と
の
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
種
々
の
問
題
は
、
平
成
一
七
年
会
社
法
改
正
に
よ
っ
て
発
露
し
た
問
題
で
あ
り
、
近
年
の
い
く
つ
か
の
裁
判

例
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
論
点
を
再
考
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る（

（6
（

。

　

会
社
法
三
三
九
条
の
適
用
対
象
と
な
る
機
関
や
会
社
形
態
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
採
り
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
同
条
二
項
の
「
正
当
な
理
由
」
の
内
容
や
民
法
六
五
一
条
と
の
関
係
性
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
研
究
に
つ
い
て
は
他
日

を
期
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
1
）　

本
条
は
取
締
役
以
外
の
役
員
（
会
計
参
与
お
よ
び
監
査
役
）
お
よ
び
会
計
監
査
人
を
も
包
含
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
本
稿
の
問
題
意

識
か
ら
取
締
役
に
限
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
2
）　

山
本
憲
光
「
有
限
会
社
法
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
」
相
澤
哲
編
著
『
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
』
別
冊
商
事
法
務

二
九
五
号
（
二
〇
〇
六
）
二
三
〇
頁
。

（
3
）　

会
社
法
三
三
二
条

　
「
取
締
役
の
任
期
は
、
選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
と

す
る
。
た
だ
し
、
定
款
又
は
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
そ
の
任
期
を
短
縮
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

2　

前
項
の
規
定
は
、
公
開
会
社
で
な
い
株
式
会
社
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
及
び
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
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定
款
に
よ
っ
て
、
同
項
の
任
期
を
選
任
後
十
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終
結
の
時

ま
で
伸
長
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

3　

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
の
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
『
二
年
』
と
あ
る
の
は
、『
一
年
』
と
す
る
。

4　

監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

5　

第
一
項
本
文
の
規
定
は
、
定
款
に
よ
っ
て
、
任
期
の
満
了
前
に
退
任
し
た
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
補
欠
と
し
て
選
任
さ
れ
た

監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
任
期
を
退
任
し
た
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
任
期
の
満
了
す
る
時
ま
で
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

6　

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
の
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
『
二
年
』
と
あ
る
の
は
、『
一
年
』

と
す
る
。

7　

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
定
款
の
変
更
を
し
た
場
合
に
は
、
取
締
役
の
任
期
は
、
当
該
定
款
の
変
更
の
効
力
が

生
じ
た
時
に
満
了
す
る
。

一　

監
査
等
委
員
会
又
は
指
名
委
員
会
等
を
置
く
旨
の
定
款
の
変
更

二　

監
査
等
委
員
会
又
は
指
名
委
員
会
等
を
置
く
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
定
款
の
変
更

三　

そ
の
発
行
す
る
株
式
の
全
部
の
内
容
と
し
て
譲
渡
に
よ
る
当
該
株
式
の
取
得
に
つ
い
て
当
該
株
式
会
社
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
款

の
定
め
を
廃
止
す
る
定
款
の
変
更
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
及
び
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
が
す
る
も
の
を
除
く
。）」

（
4
）　

旧
有
限
会
社
法
三
二
条

　
「
商
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
、
第
二
百
五
十
四
条
第
一
項
第
三
項
、
第
二
百
五
十
四
条
ノ
二
、
第
二
百
五
十
四
条
ノ
三
、

第
二
百
五
十
七
条
第
一
項
、
第
二
百
五
十
八
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
六
十
六
条
ノ
二
、
第
二
百
六
十
九
条
及
第
二
百
七
十
一
条

ノ
規
定
ハ
取
締
役
ニ
之
ヲ
準
用
ス
」

（
5
）　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
六
条

　
「
取
締
役
ノ
任
期
ハ
二
年
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

2　

最
初
ノ
取
締
役
ノ
任
期
ハ
前
項
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ズ
一
年
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

3　

前
二
項
ノ
規
定
ハ
定
款
ヲ
以
テ
任
期
中
ノ
最
終
ノ
決
算
期
ニ
関
ス
ル
定
時
総
会
ノ
終
結
ニ
至
ル
迄
其
ノ
任
期
ヲ
伸
長
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
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ゲ
ズ
」

（
6
）　

大
橋
光
雄
『
有
限
會
社
法
』（
有
斐
閣
・
一
九
三
九
）
六
八
頁
。

（
7
）　

そ
の
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
二
三
年
七
月
一
五
日
（
平
成
二
〇
年
（
ワ
）
第
一
二
五
八
号
）、
東
京
地
判
平
成
二

九
年
八
月
二
三
日
（
平
成
二
七
年
（
ワ
）
第
三
〇
八
二
八
号
）、
東
京
地
判
平
成
二
九
年
一
二
月
二
二
日
（
平
成
二
九
年
（
ワ
）
第
二
四

六
九
三
号
）
な
ど
。

（
8
）　

前
掲
注（
5
）。

（
9
）　

前
掲
注（
3
）。

（
10
）　

岩
原
紳
作
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
七
―
―
機
関
（
一
）』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
三
）
五
一
五
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕。

（
11
）　
（
二
）
判
決
に
つ
い
て
、
坂
本
達
也
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
五
六
号
（
二
〇
一
八
）
九
四
頁
、
小
倉
健
裕
「
判
批
」
早
稲

田
法
学
九
三
巻
四
号
（
二
〇
一
八
）
二
〇
一
頁
、
黒
石
英
毅
「
判
批
」
立
正
法
学
論
集
五
四
巻
一
号
（
二
〇
二
〇
）
一
七
三
頁
、（
三
）

判
決
に
つ
い
て
、
野
田
耕
志
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
六
四
号
（
二
〇
二
一
）
一
一
九
頁
。

　

こ
れ
に
対
し
、（
一
）
判
決
の
評
釈
で
あ
る
、
韓
敬
新
「
判
批
」
早
稲
田
法
学
八
七
巻
四
号
（
二
〇
一
二
）
一
七
九
頁
は
、
任
期
の
定

め
の
な
い
特
例
有
限
会
社
の
取
締
役
に
も
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

（
12
）　

た
だ
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
無
用
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
立
法
的
手
当
て
が
必
要
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
会
社
法
三
三
九

条
二
項
に
「
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
」
と
い
う
文
言
を
存
続
さ
せ
る
か
、
整
備
法
で
「
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
適
用
は
任
期
の
定
め

の
あ
る
役
員
に
限
る
」
と
い
う
条
文
を
設
け
る
と
い
っ
た
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
池
野
千
白
「
旧
商
法
二
五
七
条
一
項
但
書
と
会
社
法

三
三
九
条
二
項
」
中
京
ロ
イ
ヤ
ー
二
七
巻
（
二
〇
一
七
）
七
頁
）。

（
13
）　

先
行
研
究
と
し
て
、
竹
内
昭
夫
・
鴻
常
夫
・
上
柳
克
郎
『
新
版
注
釈
会
社
法　

第
六
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
七
）
五
五
頁
以
下

〔
今
井
潔
〕、
横
尾
亘
「
正
当
事
由
な
き
取
締
役
解
任
に
と
も
な
う
損
害
賠
償
責
任
の
法
的
性
質
」
法
学
政
治
学
論
究
五
二
号
（
二
〇
〇

二
）
一
三
九
頁
以
下
、
池
野
千
白
「
非
公
開
会
社
の
取
締
役
の
任
期
に
関
す
る
一
考
察
」
名
城
六
九
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
九
）
二
六
六

頁
以
下
、
池
野
・
前
掲
注（
12
）二
頁
以
下
な
ど
。

（
14
）　
「
頭
取
」
と
い
う
訳
語
は
、
そ
の
後
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
で
「
取
締
役
」
と
改
め
ら
れ
た
。
原
語
はD

irectoren

で
あ
り
、「
取
締
役

（
た
ち
）」
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
（
高
田
晴
仁
『
商
法
の
源
流
と
解
釈
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
二
一
）
三
一
五
頁
以
下
、
三
六
一
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頁
以
下
）。
な
お
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
の
条
文
お
よ
び
そ
の
注
釈
の
現
代
語
訳
と
し
て
、
高
田
晴
仁
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
―
取
締
役

た
ち
お
よ
び
監
査
役
会
―
」
法
研
八
九
巻
一
号
（
二
〇
一
六
）
一
〇
頁
以
下
。

（
15
）　

ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
二
二
四
条

　
「
頭
取
ノ
任
期
ハ
三
ヶ
年
ニ
越
ユ
可
カ
ラ
ス
但
シ
復
選
ス
ル
ハ
妨
ナ
シ
」

（
16
）　

ル
ビ
に
「
マ
ン
ダ
ー
ト
」。

（
17
）　

こ
れ
は
ロ
ェ
ス
レ
ル
草
案
二
一
九
条
に
お
い
て
「
株
主
中
ヨ
リ
頭
取
三
名
以
上
ヲ
撰
擧
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

取
締
役
が
株
主
で
も
あ
る
こ
と
が
損
害
賠
償
請
求
の
可
否
を
判
断
す
る
一
要
素
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
償
金
と
は
「
殘
期
ノ
償
金

（Entschädigung für die etw
a noch übrige Zeitdauer

）」
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
説
明
は
興
味
深
い
。

（
18
）　
『
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿　

商
法
草
案　

上
巻
』（
新
青
出
版
・
復
刻
版
・
一
九
九
五
）
四
〇
三
頁
以
下
。

（
19
）　

梅
謙
次
郎
『
改
正
商
法
講
義　

會
社
法
手
形
法
破
産
法
』（
明
法
堂
・
有
斐
閣
・
一
八
九
三
）
四
五
七
頁
。

（
20
）　
『
法
典
調
査
會　

商
法
委
員
会
議
事
要
録　

第
参
卷
』（
日
本
學
術
振
興
會
・
一
九
三
六
）
三
ノ
三
八
頁
以
下
。

（
21
）　

前
掲
注（
20
）三
ノ
三
九
頁
以
下
。

（
22
）　
『
商
法
修
正
案
理
由
書
』（
博
文
館
・
一
八
九
八
年
）
一
四
七
頁
。

（
23
）　

現
行
法
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
3
）。

（
24
）　

横
尾
・
前
掲
注（
13
）一
四
二
頁
。

（
25
）　

平
井
繁
男
・
垂
水
善
太
郎
『
改
正
日
本
商
法
詳
解
』（
駸
々
堂
・
一
八
九
九
）
一
三
八
頁
。

（
26
）　

添
田
敬
一
郎
『
商
法
汎
論
』（
博
文
館
・
一
八
九
九
）
九
八
頁
。

（
27
）　

米
津
昭
子
「
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
る
取
締
役
の
解
任
」
法
研
六
〇
巻
一
二
号
（
一
九
八
七
）
四
一
頁
、
鈴
木
千
佳
子
「
株
主
総
会

に
よ
る
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
一
考
察
」
法
研
六
六
巻
一
号
（
一
九
九
三
）
一
八
〇
頁
、
奥
島
孝
康
・
落
合
誠
一
・
浜
田
道
代
編
『
新

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル　

会
社
法
二
』（
日
本
評
論
社
・
第
二
版
・
二
〇
一
六
）
一
一
四
頁
〔
潘
阿
憲
〕、
岩
原
・
前
掲
注（
10
）五
二
八

頁
以
下
〔
加
藤
貴
仁
〕、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
』（
有
斐
閣
・
八
版
・
二
〇
二
一
）
四
一
三
頁
脚
注
（
七
）。
大
阪
高
判
昭
和
五
六

年
一
月
三
〇
日
下
民
三
二
巻
一
―
四
号
一
七
頁
。

（
28
）　

西
本
寛
一
「
取
締
役
の
解
任
」
愛
知
学
院
大
学
法
学
研
究
一
〇
巻
一
号
（
一
九
六
七
）
二
六
頁
、
米
津
・
前
掲
注（
27
）四
一
頁
、
服
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部
育
生
「
取
締
役
の
解
任
」
愛
知
学
院
大
学
論
叢
法
学
研
究
五
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
）
三
二
頁
。

（
29
）　

な
お
、
少
数
説
で
は
あ
る
が
、
株
主
総
会
が
無
制
限
の
解
任
権
を
保
持
し
て
い
る
以
上
、
同
項
に
も
と
づ
く
責
任
を
負
う
の
は
不
法

行
為
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
に
相
違
な
い
と
し
て
、
同
項
の
責
任
を
不
法
行
為
責
任
と
解
す
る
見
解
（
不
法
行
為
責
任
説
）
や
（
大
森
忠

夫
・
矢
沢
惇
編
『
注
釈
会
社
法
（
四
）
株
式
会
社
の
機
関
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
八
）
三
〇
四
頁
〔
浜
田
一
男
〕）、
取
締
役
の
任
期
の
定

め
が
あ
る
場
合
は
、
理
由
な
く
解
任
す
れ
ば
解
任
の
効
力
は
生
ず
る
が
損
害
賠
償
の
責
任
を
免
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
の
不
解
任
の
特
約

が
あ
る
場
合
と
同
様
に
扱
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
し
て
、
同
項
の
責
任
を
債
務
不
履
行
責
任
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
（
債
務
不
履
行
責

任
説
）
も
あ
る
（
今
井
潔
「
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
る
取
締
役
解
任
」
平
出
慶
道
・
今
井
潔
・
浜
田
道
代
編
『
現
代
株
式
会
社
法
の
課

題
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
六
）
三
五
〇
頁
）。

（
30
）　

米
津
・
前
掲
注（
27
）四
二
頁
、
大
隅
健
一
郎
・
今
井
宏
『
新
版　

会
社
法
論　

中
巻
Ⅰ
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
三
）
一
五
九
頁
、
鈴

木
・
前
掲
注（
27
）一
七
八
頁
脚
注
（
七
）
以
下
、
服
部
・
前
掲
注（
28
）三
七
頁
、
奥
島
ほ
か
・
前
掲
注（
27
）一
一
四
頁
〔
潘
阿
憲
〕、
岩

原
・
前
掲
注（
10
）五
三
一
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕、
江
頭
・
前
掲
注（
27
）四
一
四
頁
。

（
31
）　

横
尾
・
前
掲
注（
13
）一
二
三
頁
、
岩
原
・
前
掲
注（
10
）五
三
一
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕。

（
32
）　

前
掲
注（
11
）参
照
。
岩
原
・
前
掲
注（
10
）五
三
〇
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕、
江
頭
・
前
掲
注（
27
）四
〇
七
頁
。

（
33
）　

前
掲
注（
5
）。

（
34
）　

大
隅
ほ
か
・
前
掲
注（
30
）一
五
九
頁
、
奥
島
ほ
か
・
前
掲
注（
27
）一
一
四
頁
〔
潘
阿
憲
〕。

（
35
）　

な
お
、
任
期
の
定
め
を
せ
ず
に
取
締
役
を
選
任
し
た
と
き
は
、
当
然
に
法
定
任
期
を
具
体
的
な
任
期
と
す
る
旨
の
合
意
が
存
す
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
法
定
任
期
は
単
な
る
任
期
の
最
長
期
の
枠
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
選
任
決
議
の
内
容
を
な
す
任
期
そ
の
も
の
に
な

る
と
解
す
る
少
数
有
力
説
も
あ
る
（
酒
巻
俊
雄
「
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」『
取
締
役
の
責
任
と
会
社
支
配
』（
成
文
堂
・

一
九
六
七
）
七
一
頁
）。

（
36
）　

西
本
・
前
掲
注（
28
）二
七
頁
。

（
37
）　

前
掲
注（
3
）。

（
38
）　

奥
島
ほ
か
・
前
掲
注（
27
）一
一
四
頁
〔
潘
阿
憲
〕、
岩
原
・
前
掲
注（
10
）五
三
〇
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕。

（
39
）　

取
締
役
の
法
定
任
期
に
か
か
る
法
規
整
が
変
容
し
、
具
体
的
な
任
期
の
な
い
取
締
役
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
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う
説
明
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
二
（
三
）
判
決
、
加
藤
貴
仁
「
取
締
役
任
用
契
約
に
よ
る
利
害
調
整
の
意
義
と
限
界
―
―
会
社

法
三
三
九
条
二
項
に
関
す
る
最
近
の
下
級
審
裁
判
例
を
題
材
と
し
て
」
曹
時
七
二
巻
五
号
（
二
〇
二
〇
）
八
八
六
頁
以
下
参
照
）。

（
40
）　

江
頭
・
前
掲
注（
27
）四
一
三
頁
。

（
41
）　

竹
内
ほ
か
・
前
掲
注（
13
）七
〇
頁
〔
今
井
潔
〕。

（
42
）　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
不
解
任
の
特
約
が
結
ば
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
会
社
法
三
三
九
条
一
項
に
も
と
づ
き
取
締
役
を
解
任
し
う
る
と

の
見
解
が
通
説
で
あ
る
（
近
藤
光
男
「
会
社
経
営
者
の
解
任
」
江
頭
憲
治
郎
編
『
八
十
年
代
商
事
法
の
諸
相
―
―
鴻
常
夫
先
生
還
暦
記

念
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
）
四
一
三
頁
）。

（
43
）　

今
井
・
前
掲
注（
29
）三
四
九
頁
以
下
。
債
務
不
履
行
と
解
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
会
社
の
帰
責
事
由
は
、
同
項
の
「
正
当
な
理

由
」
と
の
関
係
で
別
途
問
題
と
な
り
う
る
か
。

（
44
）　

竹
内
ほ
か
・
前
掲
注（
13
）三
七
頁
〔
今
井
潔
〕。

（
45
）　

岩
原
・
前
掲
注（
10
）四
五
七
頁
〔
榊
素
寛
〕。

（
46
）　

現
行
法
上
、
公
開
会
社
で
な
い
会
社
に
は
、
定
款
に
よ
る
任
期
の
伸
長
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
法
制
審
議
会
に
お
け
る
議
論
の
な
か

で
は
、
こ
れ
を
地
位
の
安
定
化
と
い
う
側
面
か
ら
説
明
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
二
年
任
期
に
対
す
る
説
明
に
す
ぎ

な
い
（「
法
制
審
議
会　
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会　
第
二
四
回
議
事
録
」
五
八
頁
以
下
）。

（
47
）　

な
お
、
公
開
会
社
で
な
い
会
社
で
、
か
つ
定
款
に
よ
っ
て
任
期
を
一
〇
年
に
伸
長
し
た
会
社
に
つ
い
て
、「
取
締
役
の
改
選
は
、
一

般
株
主
の
信
任
を
問
う
手
続
で
は
な
く
、
経
営
者
同
士
が
相
互
に
信
任
を
与
え
合
う
手
続
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
定
款
で
長
い
任
期
を
定
め

る
こ
と
は
、
経
営
者
同
士
が
株
主
間
契
約
に
よ
り
相
互
の
地
位
を
保
証
し
合
い
、
契
約
に
違
反
し
た
場
合
の
賠
償
額
の
予
定
（
民
四
二
〇

条
）
ま
で
取
り
決
め
た
に
等
し
い
」
と
い
う
見
解
が
あ
る
（
江
頭
・
前
掲
注（
27
）四
〇
六
頁
以
下
）。
し
か
し
、
事
実
関
係
か
ら
経
営
者

同
士
の
株
主
間
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
れ
ば
格
別
、
す
べ
て
の
任
期
の
伸
長
が
自
動
的
に
そ
の
よ
う

な
契
約
の
締
結
と
同
視
で
き
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
48
）　

例
外
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
3
）。

（
49
）　

岩
原
・
前
掲
注（
10
）五
三
二
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕、
横
尾
・
前
掲
注（
13
）一
二
三
頁
以
下
。

（
50
）　

落
合
誠
一
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
八
―
―
機
関
（
二
）』（
商
事
法
務
・
二
〇
〇
九
）
一
四
八
頁
以
下
〔
田
中
亘
〕。
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（
51
）　

同
旨
、
加
藤
・
前
掲
注（
39
）九
一
三
頁
。

　

な
お
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
は
委
任
に
関
す
る
規
定
に
し
た
が
う
（
会
社
法
三
三
〇
条
）
こ
と
か
ら
、
民
法
六
五
一
条
と
の
関
係

も
問
題
と
な
る
（
取
締
役
解
任
の
任
意
性
が
民
法
の
委
任
契
約
解
除
の
任
意
性
に
も
と
づ
く
こ
と
に
つ
き
、
横
尾
亘
「
商
法
二
五
七
条
一

項
に
よ
る
取
締
役
解
任
の
任
意
性
」
法
学
政
治
学
論
究
四
六
号
（
二
〇
〇
〇
）
三
六
〇
頁
以
下
）。

　

同
条
は
一
項
で
委
任
契
約
の
任
意
解
除
権
を
、
二
項
で
解
除
さ
れ
た
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る
が
、
伝
統
的
な
民
法
学

説
は
、
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
に
つ
き
委
任
事
務
処
理
に
も
と
づ
く
得
べ
か
り
し
報
酬
を
含
ま
な
い
と
解
し
て
い
る
。
報
酬
は
、
解
約
の

時
期
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
解
約
さ
れ
れ
ば
当
然
失
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
幾
代
通
編
『
注
釈
民
法
（
一
六
）
―
―
債
権

（
七
）』（
有
斐
閣
・
一
九
六
七
）
二
一
五
頁
〔
明
石
三
郎
〕）。
平
成
二
九
年
改
正
民
法
で
も
同
様
の
解
釈
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
（
中
田

裕
康
『
契
約
法
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
七
）
五
三
五
頁
、
長
谷
川
貞
之
「
委
任
の
解
除
に
関
す
る
判
例
法
理
の
条
文
化
と
半
強
行
法
規
性
」

日
法
八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
）
二
七
四
頁
）。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
民
法
六
四
八
条
三
項
二
号
は
、
委
任
が
履
行
の
中
途
で
終
了
し
た

と
き
は
、
既
履
行
部
分
に
限
り
報
酬
請
求
を
認
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
平
成
二
九
年
民
法
改
正
に
か
か
る
審
議
中
、
民
法
六
五
一
条
二
項
に
「
受
任
者
が
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
を
除
く
」
こ
と
を
明
文
化
す
る
提
案
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
通
説
的
解
釈
を
考
慮
し
て
見
送
ら
れ
て
い
る
（
そ
の

経
緯
に
つ
き
、
平
田
健
治
「『
委
任
と
解
除
』
雑
感
―
―
判
例
と
改
正
法
の
距
離
」
阪
法
六
九
巻
一
号
（
二
〇
一
九
）
三
四
頁
以
下
）。

（
52
）　

得
津
昌
「
横
浜
地
判
平
成
二
四
年
七
月
二
〇
日
判
決
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
四
七
七
号
（
二
〇
一
五
）
一
〇
二
頁
。

（
53
）　

河
村
尚
志
「
判
批
」
判
例
評
論
六
九
一
号
（
二
〇
一
六
）
四
頁
。

（
54
）　

賛
成
：
三
浦
治
「
判
批
」
金
判
一
五
一
〇
号
（
二
〇
一
七
）
二
〇
頁
、
佐
藤
誠
「
判
批
」
産
法
五
〇
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
七
）
三

五
四
頁
、
大
野
尚
「
判
批
」
関
学
六
七
巻
四
号
（
二
〇
一
七
）
一
六
頁
、
池
野
・
前
掲
注（
12
）一
〇
頁
、
拙
稿
「
判
批
」
登
記
情
報
六
八

〇
号
（
二
〇
一
八
）
九
〇
頁
以
下
、
大
久
保
拓
也
「
判
批
」
月
刊
税
務
事
例
五
〇
巻
五
号
（
二
〇
一
八
）
一
〇
七
頁
、
高
橋
英
治
「
判

批
」
商
事
法
務
二
一
九
八
号
（
二
〇
一
九
）
七
一
頁
。

　

反
対
：
中
村
信
男
「
判
批
」
ひ
ろ
ば
六
九
巻
三
号
（
二
〇
一
六
）
七
一
頁
、
高
橋
均
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
四
九
六
号
（
二
〇
一
六
）
九

四
頁
、
河
村
尚
志
「
判
批
」
判
評
六
九
一
号
（
二
〇
一
六
）
一
五
二
頁
、
加
藤
貴
仁
「
判
批
」
リ
マ
ー
ク
ス
五
四
号
（
二
〇
一
七
）
八
五

頁
、
来
住
野
究
「
判
批
」
法
研
九
〇
巻
五
号
（
二
〇
一
七
）
四
二
頁
。
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（
55
）　

な
お
、
多
額
の
賠
償
額
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
、
会
社
の
解
任
自
由
を
制
限
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
公
開
会
社
で
な
い
会

社
に
お
け
る
経
営
権
を
め
ぐ
る
紛
争
の
予
防
ま
た
は
解
決
に
寄
与
し
う
る
と
論
ず
る
も
の
も
あ
る
が
（
河
村
・
前
掲
注（
53
）五
頁
、
来
住

野
・
前
掲
注（
54
）四
二
頁
）、
公
開
会
社
で
な
い
会
社
に
お
い
て
解
任
自
由
を
制
限
す
べ
き
か
否
か
は
別
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ

る
。

（
56
）　

高
橋
・
前
掲
注（
54
）七
一
頁
。

（
57
）　

減
額
の
根
拠
に
つ
い
て
、
損
害
額
の
認
定
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
二
四
八
条
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
大
野
・
前
掲
注（
54
）一
八
頁
、

高
橋
・
前
掲
注（
54
）七
一
頁
）。

（
58
）　

た
だ
し
、
任
用
契
約
に
あ
た
っ
て
、
不
解
任
の
特
約
が
締
結
さ
れ
て
お
り
契
約
に
違
反
し
た
場
合
の
賠
償
額
の
予
定
ま
で
取
り
決
め

ら
れ
て
い
た
と
の
事
実
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
当
該
契
約
違
反
に
も
と
づ
い
て
二
年
分
の
報
酬
等
を
超
え
る
違
約
金
が
発
生
す
る
余
地
は
あ

り
う
る
。

（
59
）　

韓
・
前
掲
注（
11
）一
八
一
頁
。

（
60
）　

池
野
・
前
掲
注（
12
）二
頁
以
下
。

（
61
）　

学
説
の
な
か
に
は
、
取
締
役
の
任
期
が
一
〇
年
に
伸
長
さ
れ
て
い
る
会
社
に
お
け
る
残
存
任
期
の
報
酬
相
当
額
の
喪
失
と
取
締
役
が

解
任
に
よ
っ
て
実
際
に
被
る
損
害
の
間
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、
取
締
役
任
用
契
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
個
別
具
体
的
な
利
害
調
整
を

試
み
る
見
解
も
あ
る
（
加
藤
・
前
掲
注（
39
）九
一
五
頁
以
下
、
特
に
九
一
七
頁
）。
こ
の
見
解
は
、
任
用
契
約
の
な
か
に
解
任
時
の
賠
償

額
に
関
す
る
明
確
な
定
め
が
存
在
し
な
い
限
り
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
よ
り
残
存
任
期
の
報
酬
相
当
額
を
請
求
し
う
る
と
い
う
。

　

こ
の
点
、
同
項
の
責
任
を
取
締
役
保
護
の
た
め
政
策
的
配
慮
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
責
任
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
任
用
契
約
に
よ
っ

て
そ
の
責
任
を
重
く
す
る
こ
と
も
軽
く
す
る
こ
と
も
当
事
者
の
意
思
表
示
に
よ
り
自
由
に
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
同
項

の
趣
旨
に
も
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
た
場
合
に
、
任
用
契
約
に
同
項
と
異
な
る
明
確
な

取
り
決
め
が
あ
っ
た
と
き
は
こ
れ
を
優
先
し
、
そ
の
よ
う
な
定
め
が
な
い
と
き
に
は
同
項
に
よ
り
二
年
を
上
限
と
す
る
損
害
賠
償
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
た
だ
し
、
任
用
契
約
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
責
任
を
重
く
で
き
る
か
は
な
お
も
問
題
で
あ
る
）。

（
62
）　

今
野
裕
之
「
小
規
模
閉
鎖
会
社
に
お
け
る
取
締
役
の
解
任
」
成
城
八
号
（
一
九
八
〇
）
一
五
三
頁
以
下
、
潘
阿
憲
「
取
締
役
の
任
意

解
任
制
」
小
出
篤
・
小
塚
荘
一
郎
・
後
藤
元
・
潘
阿
憲
編
『
前
田
重
行
先
生
古
稀
記
念　

企
業
法
・
金
融
法
の
新
潮
流
』（
商
事
法
務
・
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非公開会社における取締役の解任による損害賠償責任

二
〇
一
三
）
九
八
頁
以
下
、
堀
田
佳
文
「
閉
鎖
型
会
社
に
お
け
る
取
締
役
の
解
任
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
三
四
巻
三
・
四
号
（
二
〇
二

〇
）
六
八
頁
以
下
な
ど
。
有
限
会
社
に
つ
い
て
、
大
橋
・
前
掲
注（
6
）六
八
頁
。

（
63
）　
「
法
的
紛
争
の
顕
在
化
は
、
か
つ
て
下
さ
れ
た
『
政
治
的
配
慮
』
を
見
直
す
必
要
を
、
矛
盾
に
対
し
て
何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
を
、
教
え
て
く
れ
る
」（
志
谷
匡
史
「
特
例
有
限
会
社
の
法
的
考
察
―
―
近
時
の
裁
判
例
を
素
材
に
」
神
戸

六
八
巻
四
号
（
二
〇
一
九
）
一
二
五
頁
）。




